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3) 石西礁湖のサンゴ礁 ･竹富海底温泉 ･熱水活動調査

平成 15年 石西礁湖竹富温泉調査 (大森保､野口拓郎､佐野伸哉)

沖縄本島山田温泉調査 (大森保､野口拓郎､佐野伸哉)

平成 16年 石酉礁湖竹富温泉調査 (大森保､野口拓郎､佐野伸哉)lュ月

(大森保､佐野伸哉､田原)､3月

平成 15年 水曜海山調査､黒島海丘調査 (平良直人)

平成 16年 フアンデフカ海嶺掘削計画航海 IOPD (野口拓郎)
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1)竹富海底温泉とサンゴ礁

石垣島と西表島の間に広がる石西礁湖は､国内最大規模のサンゴ礁であり､

多種類のサンゴが生息する琉球列島の生物多様性を象徴するフィール ドである｡

石西礁湖の東部､竹富島の北東約5Wmの海底に竹富島海底温泉と呼ばれる熱

水噴出域が存在する｡噴出口周辺は直径50m､深さ20m ほどの凹地になってお

り､その周辺部には､死んだ枝サンゴの破片が堆積 している｡

噴出口からは最高約70℃の温水や温泉ガスが噴出している｡温泉ガスの主成

分は､メタン､酸素､窒素､二酸化炭素であり､地球温暖化に影響する気体を

含有する｡その他にも水素､硫化水素､炭化水素や-リウム､ラドンなどの希

ガスを含んでいる｡

温泉水とガスの地球化学的調査が1976年と1982年に行なわれ (兼島ら1983)

熱水循環過程の解明や西表島群発地震､沖縄 トラフの海底熱水活動との関係を

明らかにすることを目的として調査が続けられている (大森1987､大森ら1991

など)｡

噴出口周辺では､海底熱水活動域に見られる硫化水素や重金属などを使って

エネルギーに変換するバクテリア群集が確認されており､竹富島海底温泉は化

学合成生物群集と光合成生物群集が共存する､世界でも非常に特殊な浅海域の

熱水活動域として学術的に注目されつつある｡

琉球大学21世紀coE｢サンゴ礁島喚系の生物多様性の総合解析｣に参画して

いる海洋開発研究機構 (JAMSTEC)の生態系グループとの共同プロジェクトと

して､竹富海底温泉周辺のさんご礁生態系における炭酸系の成り立ちと温泉活

動の影響について解明するための調査をおこなった｡
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